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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 182,536 △28.2 △4,872 ― △3,379 ― △2,612 ―

2020年3月期第2四半期 254,317 2.7 14,007 △5.1 13,882 △14.5 9,160 △12.6

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　△528百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　6,572百万円 （△46.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 △28.63 ―

2020年3月期第2四半期 100.39 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 375,438 237,357 59.8

2020年3月期 378,489 241,023 60.3

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 224,529百万円 2020年3月期 228,375百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 32.00 ― 30.00 62.00

2021年3月期 ― 20.00

2021年3月期（予想） ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 420,000 △16.0 4,500 △80.1 6,500 △71.6 4,000 △73.5 43.83

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 94,234,171 株 2020年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 2,960,086 株 2020年3月期 2,984,471 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 91,263,675 株 2020年3月期2Q 91,249,810 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.当第２四半期連結会計期間において、通期連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「業績予想の修正等、剰余金の配当（中間配
当）および期末配当予想に関するお知らせ」をご覧ください。

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は182,536百万円と、前年同四半期に比べ71,781

百万円(△28.2%)の減収となりました。利益につきましては、連結営業損失（△）は4,872百万円、連結経常損失

（△）は3,379百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失（△）は2,612百万円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

 客先生産台数の減少などにより、売上高は113,031百万円と、前年同四半期に比べ42,215百万円(△27.2%)の減収

となりました。営業損失（△）は、売上高の減少などにより7,923百万円となりました。

 

（北米）

 感染症拡大に伴い主要客先の生産が一定期間停止した結果、客先生産台数が大きく減少いたしました。これによ

り売上高は37,822百万円と、前年同四半期に比べ14,071百万円(△27.1%)の減収となりました。営業損失（△）

は、売上高の減少などにより353百万円となりました。 

 

（アジア） 

 感染症拡大に伴い一部の主要客先の生産が一定期間停止した結果、客先生産台数が大きく減少いたしました。こ

れにより売上高は47,603百万円と、前年同四半期に比べ20,381百万円(△30.0%)の減収となりました。営業利益

は、売上高の減少などにより3,568百万円と、前年同四半期に比べ3,577百万円(△50.1%)の減益となりました。

 

（その他）

 売上高は9,298百万円と、前年同四半期に比べ6,096百万円(△39.6%)の減収となりました。営業損失（△）は、

485百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の減少などにより375,438百万円と、前連結会計年度末

に比べ、3,051百万円減少いたしました。負債は買掛金の増加などにより138,080百万円と、前連結会計年度末に比

べ、614百万円増加いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失（△）の計上による利益剰余金

の減少などにより237,357百万円と、前連結会計年度末に比べ、3,666百万円減少いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、2020年８月21日の公表値を修正しております。詳細につきましては、本日

開示の「業績予想の修正等、剰余金の配当（中間配当）および期末配当予想に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 68,512 68,064 

受取手形及び売掛金 55,856 65,168 

電子記録債権 13,296 12,243 

有価証券 2,491 2,492 

商品及び製品 15,582 16,984 

仕掛品 23,937 24,535 

原材料及び貯蔵品 6,882 6,991 

その他 10,408 11,053 

貸倒引当金 △76 △91 

流動資産合計 196,892 207,443 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 32,808 33,614 

機械装置及び運搬具（純額） 35,156 34,535 

その他（純額） 30,670 26,865 

有形固定資産合計 98,634 95,015 

無形固定資産    

その他 2,270 2,272 

無形固定資産合計 2,270 2,272 

投資その他の資産    

投資有価証券 37,508 39,614 

その他 43,290 31,205 

貸倒引当金 △106 △113 

投資その他の資産合計 80,691 70,707 

固定資産合計 181,597 167,995 

資産合計 378,489 375,438 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,521 44,136 

電子記録債務 9,845 7,988 

未払法人税等 1,837 1,627 

賞与引当金 8,878 8,155 

製品保証引当金 7,837 7,785 

その他の引当金 294 107 

その他 34,189 30,984 

流動負債合計 100,405 100,784 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

役員退職慰労引当金 331 306 

退職給付に係る負債 25,329 25,556 

資産除去債務 73 73 

その他 1,325 1,360 

固定負債合計 37,060 37,296 

負債合計 137,466 138,080 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,887 25,884 

利益剰余金 191,023 185,607 

自己株式 △5,369 △5,326 

株主資本合計 234,397 229,022 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,113 3,002 

為替換算調整勘定 △5,783 △5,978 

退職給付に係る調整累計額 △1,351 △1,517 

その他の包括利益累計額合計 △6,022 △4,493 

非支配株主持分 12,648 12,828 

純資産合計 241,023 237,357 

負債純資産合計 378,489 375,438 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 254,317 182,536 

売上原価 219,773 169,332 

売上総利益 34,543 13,203 

販売費及び一般管理費 20,536 18,076 

営業利益又は営業損失（△） 14,007 △4,872 

営業外収益    

受取利息 270 106 

受取配当金 229 219 

持分法による投資利益 36 － 

為替差益 － 56 

過年度関税等戻入益 － 331 

助成金収入 － 690 

その他 379 263 

営業外収益合計 916 1,667 

営業外費用    

支払利息 29 41 

持分法による投資損失 － 7 

為替差損 979 － 

その他 31 125 

営業外費用合計 1,040 174 

経常利益又は経常損失（△） 13,882 △3,379 

特別利益    

製品保証関連損失戻入益 － 2,820 

特別利益合計 － 2,820 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
13,882 △559 

法人税等 4,174 1,595 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 9,708 △2,154 

非支配株主に帰属する四半期純利益 548 458 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
9,160 △2,612 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 9,708 △2,154 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 546 1,931 

為替換算調整勘定 △3,463 △128 

退職給付に係る調整額 △172 △166 

持分法適用会社に対する持分相当額 △47 △9 

その他の包括利益合計 △3,136 1,626 

四半期包括利益 6,572 △528 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,252 △1,084 

非支配株主に係る四半期包括利益 319 556 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計方針の変更）

 （収益認識に関する会計基準等の適用）

  「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

  当会計基準の適用による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりで

あります。なお、営業利益に与える影響は軽微です。

 ・金型

 一定の期間にわたって売上高と売上原価を計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、特定の要件に

該当する場合、一時点で売上高と売上原価を計上しております。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高

が1,971百万円増加しております。

 ・顧客に支払われる対価

 従来、売上原価として計上していた一部の費用について、第１四半期連結会計期間より顧客に支払われる対価と

して、売上高から減額しております。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が4,953百万円減少してお

ります。

 ・買戻し契約

 一部の有償支給取引について、第１四半期連結会計期間より金融取引として棚卸資産を引き続き認識するととも

に、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について金融負債を認識しております。この結果、当第２四半期

連結会計期間末日において、棚卸資産が1,598百万円、流動資産のその他が140百万円、流動負債のその他が

1,738百万円、それぞれ増加しております。

 

  収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

  なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。
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（セグメント情報）

 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日  至 2019年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 129,436 51,591 58,035 239,063 15,253 254,317 - 254,317 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

25,809 302 9,948 36,060 140 36,201 △36,201 - 

計 155,246 51,893 67,984 275,124 15,394 290,518 △36,201 254,317 

セグメント利益 5,370 576 7,145 13,092 863 13,956 50 14,007 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額50百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ （会計方針の変更）に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「顧客との契約から生じる収益」

（ASU第2014-09号）を適用しております。 

  この結果、従来の方法によった場合と比べて、北米の売上高は、957百万円減少しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日  至 2020年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 96,281 37,606 39,491 173,379 9,156 182,536 - 182,536 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

16,749 216 8,111 25,077 141 25,218 △25,218 - 

計 113,031 37,822 47,603 198,456 9,298 207,754 △25,218 182,536 

セグメント利益又は 

損失（△） 
△7,923 △353 3,568 △4,708 △485 △5,193 320 △4,872 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額320百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。

４ （会計方針の変更）に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」等を

適用しております。 

  この結果、従来の方法によった場合と比べて、日本の売上高は、金型取引について1,971百万円増加

し、顧客に支払われる対価について4,953百万円減少しております。なお、営業利益に与える影響は

軽微です。
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2020年10月28日
 2021年３月期ؙ第2四半期ؙ決算概要 株式会社 東海理化

Ⅰ．連結決算の概要
１．業績等 (単位:億円未満切り捨て、（ ）は売上高比率)   

２．売上高の内訳

３．営業利益増減要因 ４．所在地別セグメント (単位:億円未満切り捨て、（ ）は構成比率) 

増減率
(％)

売 上 高 2,543 -718 -16.0

営 業 利 益 140 -188 -80.1

経 常 利 益 138 -171 -71.6

特 別 利 益 － 28 －  
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

91 -117 -73.5

為替レート
Ｕ  Ｓ  ＄
ユ  ー  ロ

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益
自 己 資 本 当 期 純 利 益 率
1 株 当 た り 配 当 金
配 当 性 向 （ 連 結 ）
連 結 子 会 社 数
持 分 法 適 用 関 連 会 社 数
設 備 投 資
減 価 償 却 費

28－  28 －  －  28 －  

187億円 -11億円

39社

-800

-180

-164

-110(3.6)

(5.5)

6社 6社

32円00銭 20円00銭

100円39銭 -28円63銭

(-1.4)

(-1.9)

-6億円

(100.0)

-26

-33

1,825

(5.5) -48

98億円 92億円

－  

40円00銭-12円00銭
4.0 ％ -1.2 ％ 1.7 ％-5.2 ％

43円83銭-129円02銭

108円
121円

106円
121円

40 (1.0)

45 (1.1)

－  65 (1.5)

(-2.7) －  

(100.0) -28.2 4,200 (100.0)

増減増減
前年同期

(19.4.1～19.9.30)
当期

(20.4.1～20.9.30)
増減率
(％) (20.4.1～21.3.31)

通期予想

105円
120円

-2円
－  

31.9 ％ －  
39社 －   

96億円 48億円 152億円 -78億円

91.3 ％
39社
6社

－   

－   
-48億円

-22円00銭

-3円
－   

-121円29銭
-4.9 ％

53.8 ％
－  
－  

☆

※

(単位:億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)(単位:億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)

要因 金額(億円)
増益要因
・原価改善 24
・経費の減 11
・減価償却費の減 4
     計 39
減益要因
・売上減による利益減 194
・売価変動 18
・人件費の増 他 15

計 227
差引営業利益 減 -188

（１）客先別売上高 （２）製品別売上高      
増減率 増減率
(％) (％)

ト ヨ タ 1,630 (64.1) 1,229    (67.3) -401 -24.6 ス イ ッ チ 類 1,155 (45.4) 846 (46.4) -309 -26.7
ト ヨ タ 関 連 216 (8.5) 156       (8.6) -60 -27.5 シ ー ト ベ ル ト 367 (14.5) 272 (14.9) -95 -25.9
ス バ ル 120 (4.8) 91         (5.0) -29 -24.5 シ フ ト レ バ ー 242 (9.5) 187 (10.3) -55 -22.6
ス ズ キ 68 (2.7) 54         (3.0) -14 -20.1 キ ー ロ ッ ク 273 (10.7) 186 (10.2) -87 -31.7
フ ォ ー ド 62 (2.4) 44         (2.4) -18 -28.6 ｽﾃ ｱﾘﾝ ｸﾞﾎ ｲｰﾙ 42 (1.7) 37 (2.1) -5 -11.7
三 菱 47 (1.9) 14         (0.8) -33 -70.3 自動車用ﾐﾗｰ 49 (2.0) 35 (2.0) -14 -28.7
マ ツ ダ 21 (0.8) 11         (0.6) -10 -45.1 装 飾 品 27 (1.1) 16 (0.9) -11 -39.1
そ の 他 376 (14.8) 223       (12.3) -153 -40.7 農 機 建 機 54 (2.1) 43 (2.4) -11 -19.3
売 上 高 合 計 2,543 (100.0) 1,825 (100.0) -718 -28.2 そ の 他 330 (13.0) 198 (10.8) -132 -40.0

売 上 高 合 計 2,543 (100.0) 1,825 (100.0) -718 -28.2

当期
(20.4.1～20.9.30)

前年同期
(19.4.1～19.9.30)

前年同期
(19.4.1～19.9.30)

増減 増減
当期

(20.4.1～20.9.30)

増減率
(％)

日 本 1,552 (61.0) 1,130 (61.9) -422 -27.2
北 米 518 (20.4) 378 (20.7) -140 -27.1
ア ジ ア 679 (26.7) 476 (26.1) -203 -30.0
そ の 他 153 (6.1) 92 (5.1) -61 -39.6
調 整 額 -362 (-14.2) -252 (-13.8) 110 － 

合計 2,543 (100.0) 1,825 (100.0) -718 -28.2
日 本 53 (38.3) -79 － -132 － 
北 米 5 (4.1) -3 － -8 － 
ア ジ ア 71 (51.0) 35 － -36 -50.1
そ の 他 8 (6.2) -4 － -12 － 
調 整 額 0 (0.4) 3 － 3 － 

合計 140 (100.0) -48 － -188 － 

営
業
利
益

売
上
高

前年同期
(19.4.1～19.9.30)

当期
(20.4.1～20.9.30)

増減

(注) 1. ☆は売上高について過去最高を示す
2. 下期前提レート ＵＳ＄=105円

ユーロ=120円

※ 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)



５．貸借対照表  (単位:億円未満切り捨て)  

６．連結主要データの推移  (単位:億円未満切り捨て)

Ⅱ．単独決算の概要 (単位:億円未満切り捨て、（ ）は売上高比率) 

4,590 4,819 5,076 5,000 
4,200 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

305 308 296 
225 

45 

0

100

200

300

400

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

321 322 301 
229 

65 

0

100

200

300

400

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

-43 

220 180 
150 

40 

-50

50

150

250

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

223 201 
253 230 

152 

0

100

200

300

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

203 209 214 198 187 

0

100

200

300

17/3 18/3 19/3 20/3 21/3(予想)

（１）売上高の推移 （２）営業利益の推移

（３）経常利益の推移 （４）親会社株主に帰属する当期純利益の推移

（５）設備投資の推移 （６）減価償却費の推移

科 目 前期末 当期末 増減 科 目 前期末 当期末 増減
流 動 資 産 1,968 2,074 106 流 動 負 債 1,004 1,007 3
現 金 及 び 預 金 685 680 -5 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 375 441 66
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 558 651 93 電 子 記 録 債 務 98 79 -19
電 子 記 録 債 権 132 122 -10 そ の 他 530 486 -44
有 価 証 券 24 24 0 固 定 負 債 370 372 2
棚 卸 資 産 464 485 21 社 債 100 100 － 
そ の 他 103 109 6 そ の 他 270 272 2

（ 負 債 計 ） 1,374 1,380 6
固 定 資 産 1,815 1,679 -136 株 主 資 本 2,343 2,290 -53
有 形 固 定 資 産 986 950 -36 そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 -60 -44 16
無 形 固 定 資 産 22 22 0 非 支 配 株 主 持 分 126 128 2
投 資 そ の 他 の 資 産 806 707 -99 （ 純 資 産 計 ） 2,410 2,373 -37

計 3,784 3,754 -30 計 3,784 3,754 -30

資 産 の 部 負 債 ・ 純 資 産 の 部

売 上 高 1,382 -425
営 業 利 益 38 -121
経 常 利 益 180 -148
特 別 利 益 － 28
四 半 期 純 利 益 152 -104
1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益
自 己 資 本 当 期 純 利 益 率
設 備 投 資
減 価 償 却 費

(13.1)

-30.8

増減
当期

(20.4.1～20.9.30)
増減率
(％)

-114円47銭

－ 

(2.8) -83 (-8.7) －  

－  
32 (3.4) -82.0

(100.0) 957

47億円 21億円

(11.1) 48 (5.1)
167円50銭 53円03銭

(100.0)

前年同期
(19.4.1～19.9.30)

38億円40億円

－  

-26億円

28

-2億円

9.3 ％ 2.9 ％

-68.3

-6.4 ％

※

※ 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)


